
【
問
題
１
】
発
生
後
、

一
人
下
校
さ
せ
た
?!

地
震
発
生
時
の
小
中
学
校

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
保
護

者
引
取
り
が
原
則
。
と
こ
ろ

が
、
一
人
下
校
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
学
校
が
数
校
あ
っ
た
。

【
問
題
２
】
帰
宅
困
難
者
対

応
は
校
長
一
任
?!

避
難
拠
点
の
開
設
二
十
六

拠
点
約
六
百
名
と
い
う
が
、

そ
の
際
の
陣
頭
指
揮
は
、
校

長
に
一
任
。
不
安
な
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
都
市
部
に

帰
宅
で
き
な
い
人
な
ど
、
様
々

な
人
た
ち
が
集
中
し
た
の
に
、

校
長
一
任
で
よ
い
の
か
。

【
問
題
３
】
え
っ
、
区
立
保

育
園
だ
け
の
情
報
収
集
で

?!
翌
朝
ま
で
、
保
護
者
が
迎

え
に
来
れ
ず
、
預
か
っ
た
公

立
保
育
園
児
9
名
、
学
童
ク

ラ
ブ
児
童
3
名
、
中
学
校
生

徒
1
名
等
と
報
告
。
区
内
に

は
、
認
証
保
育
園
や
、
認
可

外
保
育
室
な
ど
も
多
く
あ
り
、

な
ぜ
、
公
立
系
の
み
で
調
査

を
終
了
し
た
の
か
。

【
問
題
４
】
何
の
た
め
の

要
援
護
者
名
簿
?!

地
震
発
生
後
、
名
簿
管
理

を
し
て
い
る
地
域
福
祉
課
と

の
連
携
の
不
備
が
露
呈
。
区

民
か
ら
の
援
護
希
望
者
を
募
っ

た
約
一
万
人
余
の
安
否
確
認

体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
問
題
５
】
絵
に
描
い
た
…

…
「
防
災
無
線
」
一
方
通

行
の
情
報
提
供
に
切
り
換

え
た
?!

余
震
や
計
画
停
電
の
情
報

を
提
供
す
る
べ
き
体
制
の
一

つ
で
あ
る
防
災
無
線
が
、
ア

ナ
ウ
ン
ス
す
る
職
員
が
い
な

い
。
聞
き
取
り
に
く
い
と
の

声
が
あ
る
こ
と
か
ら
ウ
ェ
ブ

情
報
の
み
と
し
た
。

電
話
は
増
設
す
る
も
、

「
な
か
な
か
繋
が
ら
な
い
」

と
区
民
の
苦
情
も
多
く
、
不

安
を
よ
り
駆
り
立
て
る
結
果

と
な
っ
た
。

七
十
万
区
民
へ
の
情
報
提

供
は
、
行
政
の
重
要
な
責
務

で
あ
る
。

【
問
題
６
】
燃
料
不
足
に
対

応
せ
ず
?!

人
工
透
析
患
者
の
通
院
、

要
介
護
者
・
障
害
者
に
対
す

る
通
所
事
業
に
お
け
る
送
迎

に
使
わ
れ
る
車
の
燃
料
は
、

ま
さ
に
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。

協
力
店
の
確
保
と
各
事
業
者

へ
情
報
提
供
を
提
言
し
た
が
、

耳
を
貸
さ
ず
、
災
害
協
力
店

の
Ｇ
Ｓ
を
ニ
ヵ
所
確
保
し
た

の
は
、
騒
動
終
息
後
で
あ
っ

た
。
行
政
主
導
の
無
さ
が
露

呈
し
た
。

【
問
題
７
】
放
射
能
測
定
。

独
自
調
査
し
な
い
の
か
?!

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
放
射
能
の
検
査
を
都
健

康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
区
）
の
観
測
デ
ー
タ
だ
け

に
頼
る
だ
け
で
よ
い
の
か
。

武
蔵
野
市
で
は
、
二
，
三
日

に
独
自
設
置
を
し
た
。
練
馬

区
は
、
区
民
の
安
全
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
問
題
８
】
公
的
施
設
全
部

が
自
粛
閉
館
?!

建
物
の
耐
震
力
も
あ
る
建

物
ま
で
も
、
な
ぜ
、
31
日
ま

で
一
斉
閉
館
を
し
た
の
か
。

地
域
の
情
報
提
供
・
援
助
機

能
の
あ
る
施
設
ま
で
閉
館
し

て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
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こ
れ
で
良
い
の
か
?
練
馬
区
防
災
対
応
！

―
―
初
動
体
制
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
―
―

三
月
十
一
日
の
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
。
我
が
練
馬
区
で
は
、
地
震
発
生
当
初
八

十
九
件
の
被
害
報
告
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
家
屋
の
一
部
破
損
二
百
二
十
六
件
、
塀
の
破
損

八
十
一
件
、
そ
の
他
四
十
六
件
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
初
動
体
制
の
問
題
点

が
発
覚
し
た
。
志
村
区
長
は
日
頃
よ
り
、
『
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
「
災
害
に
つ
よ
い
ま

ち
」
と
し
て
万
全
を
期
し
て
い
る
』
と
公
言
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
程
遠
い
お
粗
末
な
体

制
ぶ
り
が
浮
上
。
今
後
に
大
き
な
問
題
点
・
課
題
点
を
暴
露
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
会
派
と

し
て
、
緊
急
報
告
す
る
。

▲
帰
宅
の
た
め
の
足
が
完
全
に
奪
わ

れ
た
。
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
…
…
子
ど
も
の
引
き
取
り
に
も
影

響
が
…
…



【
耐
震
化
へ
の
促
進
を
】
戸
建

住
宅
等
の
耐
震
化
の
達
成
率

が
低
い
。
ま
た
、
同
時
に
、

耐
震
ベ
ッ
ド
・
防
災
シ
ェ
ル

タ
ー
の
普
及
に
努
め
る
べ
き
。

【
医
療
機
関
の
充
実
】
後
方
医

療
機
関
は
十
九
ヵ
所
。
だ
が
、

耐
震
化
が
十
分
で
な
い
病
院

は
十
ヵ
所
も
あ
る
状
況
。
ま

た
、
医
療
救
護
所
避
難
拠
点

（
区
立
中
学
校
の
一
部
や
、

公
共
施
設
の
計
十
二
ヵ
所
）

に
お
い
て
は
、
よ
り
医
師
会

と
の
協
議
し
、
一
定
の
医
療

行
為
が
で
き
る
よ
う
医
療
用

自
家
用
発
電
装
置
も
設
置
す

べ
き
。
医
療
物
資
備
蓄
も
薬

剤
師
会
連
携
の
下
、
整
備
す

べ
き
。

【
周
波
地
震
の
対
策
を
】
長
周

期
地
震
と
高
層
ビ
ル
で
起
き

る
低
周
波
地
震
が
あ
る
こ
と

へ
の
対
策
が
急
務
。

【帰
宅
困
難
者
の
体
制
】高
速
道

路
の
出
入
り
口
近
く
や
、
幹

線
道
路
沿
い
に
あ
る
避
難
拠

点
に
は
帰
宅
困
難
者
が
殺
到

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

職
員
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

初
動
体
制
の
構
築
が
重
要
と

な
る
。

【
弱
者
安
否
体
制
を
】
要
援
護

者
名
簿
や
地
域
の
状
況
を
、

区
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
統
合
型
地
理

情
報
）
に
集
約
し
、
全
庁
的

な
情
報
で
、
迅
速
な
対
応
を

可
能
に
す
べ
き
。

【地
域
の
力
の
共
助
は
】
地
域
の

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
が
大
き
な
力

を
発
揮
し
て
い
く
。
防
災
リ
ー

ダ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
だ
け
を
重
視
す
る
の

で
は
な
く
、
町
会
自
治
会
と

の
地
域
の
関
係
づ
く
り
が
大

切
。
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な

ど
を
新
設
を
し
、
情
報
ツ
ー

ル
と
マ
ン
パ
ワ
ー
と
の
連
携

か
ら
総
合
的
な
災
害
体
制
を
。

【
食
料
の
備
蓄
体
制
は
】
避
難

拠
点
に
あ
る
災
害
時
の
食
料

備
蓄
は
一
定
の
基
準
は
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
高
速
道
路

出
入
り
口
・
幹
線
道
路
沿
い

の
地
域
住
民
以
上
の
人
の
殺

到
が
予
測
さ
れ
る
。
広
域
な

災
害
と
な
っ
た
場
合
、
災
害

協
定
自
治
体
に
安
心
せ
ず
、

農
作
物
な
ど
を
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
凍

結
技
術
）
活
用
か
ら
災
害
時

に
お
け
る
救
援
物
資
の
充
実

を
。

【
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
対
策
は
】

日
頃
よ
り
、
動
物
の
理
解
が

得
ら
れ
る
関
係
が
大
切
。
対

策
と
し
て
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
の

増
設
や
ふ
れ
あ
い
対
策
を
。

【
街
の
電
気
・
水
道
・
商
店
が

頼
り
に
な
る
】
地
域
の
専
門
職

は
、
災
害
時
の
大
き
な
一
役

な
る
。

【
今
こ
そ
防
災
ヒ
ー
ロ
ー
の
誕

生
を
】
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の

命
を
守
る
こ
と
を
教
え
て
い

く
の
に
は
、
興
味
の
導
入
か

ら
の
学
習
が
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
て
い
く
。

民
主
党
練
馬
ク
ラ
ブ
は
、

「
防
災
対
策
の
重
要
性
」

を
訊
い
て
き
た

【
発
行
記
】

こ
の
た
び
発
生
い
た
し
ま
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
、
関
係
者
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
地

震
発
生
時
、
区
議
会
で
は
、
他
の
会
派
提
出
の
予
算
の
組
み
替
え
動
議
の
審

議
を
終
夜
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
議
会
を
中
断
し
て
で
も
、
区
内

各
地
域
に
馳
せ
参
じ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
…
…
。
危
機
管
理
の
在
り
方
は
、

行
政
体
制
だ
け
で
は
な
く
、
議
会
側
も
構
築
が
必
要
。
来
期
の
課
題
は
、
議

会
改
革
と
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
べ
き
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

【
南
相
馬
市
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
】

震
災
か
ら
一
週
間
目
の
土
曜
日
に
、
知

り
合
い
か
ら
一
本
の
電
話
。
「
南
相
馬
市

の
家
族
七
人
が
、
練
馬
区
の
親
戚
を
頼
り

に
車
二
台
で
避
難
し
て
き
た
」
と
の
こ
と
。

２
Ｄ
Ｋ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
身
を
寄
せ
る
も
、

使
用
し
た
車
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
、
区

に
相
談
し
た
が
、
「
現
在
、
検
討
し
て
い

ま
す
」
と
即
時
対
応
の
様
子
が
な
い
。
コ

イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
ハ
シ
ゴ
で
は
負
担
が

大
き
い
。
緊
急
避
難
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
練
馬
区
は
？
…
と
、
怒

り
の
相
談
を
受
け
た
。

目
の
前
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
処
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
。
迷
わ
ず
独
自
判
断
で
、
議
会

時
使
用
の
専
用
駐
車
場
に
誘
導
。
週
明
け

に
、
各
所
管
に
報
告
し
、
数
日
後
、
速
や

か
に
区
の
指
定
し
た
駐
車
場
に
移
動
。
現

在
は
、
厚
木
市
の
市
営
住
宅
に
移
動
さ
れ

た
と
の
こ
と
。

ま
た
、
区
は
、
被
難
者
受
入
れ
と
旧
光

が
丘
第
二
・
第
七
小
学
校
を
準
備
す
る
も
、

自
力
避
難
者
の
み
が
対
象
。
こ
れ
で
は
、

行
政
区
を
越
え
た
人
道
的
対
応
に
も
消
極

的
な
姿
勢
と
し
か
見
え
ず
、
本
当
の
支
援

体
制
と
は
言
え
な
い
。

【
ガ
ソ
リ
ン
供
給
は
自
助
努
力
…

練
馬
区
の
対
応
は
？
？
？
】

震
災
直
後
か
ら
起
こ
っ
た
”
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

パ
ニ
ッ
ク
”
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
障
害
者

通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・
人
工
透
析
患
者

を
通
院
送
迎
す
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
現
場
は
、
死
活
問
題
と
な
っ
た
。
毎
日
、

互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
情
報
交
換
を

す
る
が
、
解
決
策
は
な
い
。
ひ
た
す
ら
Ｇ

Ｓ
で
の
忍
耐
待
ち
。
し
か
し
、
給
油
の
保

証
は
な
い
。
品
切
れ
状
態
が
続
く
中
、
何

と
か
、
打
開
策
を
見
出
す
べ
く
、
区
の
窓

口
に
交
渉
。
だ
が
、
区
の
答
え
は
不
動
。

「
何
と
か
自
助
努
力
で
」
の
返
事
に
唖
然

と
し
た
。

地
元
の
都
議
会
議
員
・
衆
議
院
議
員
に

も
連
絡
。
都
や
国
の
迅
速
な
対
応
を
求
め

た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
風
穴
は
開
か
な

か
っ
た
。

数
日
後
、
災
害
協
力
店
と
な
っ
て
い
る

Ｇ
Ｓ
の
一
事
業
者
が
、
行
政
の
判
断
を
待

た
ず
に
、
介
護
事
業
者
に
対
し
、
専
用
提

供
を
し
て
く
れ
、
何
と
か
セ
ー
フ
。
そ
れ

ま
で
三
時
間
待
ち
、
四
時
間
待
ち
と
命
が

け
の
給
油
バ
ト
ル
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
都
よ
り
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

送
迎
が
困
難
な
ら
、
訪
問
介
護
に
切
り
替

え
て
は
…
…
」
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
者
か
ら
す
れ
ば
、
「
え
っ
！
？
」
と
耳

を
疑
う
よ
う
な
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障

害
者
の
家
庭
か
ら
、
家
族
が
自
宅
で
看
ざ

る
負
え
な
い
こ
と
か
ら
、
体
調
を
崩
し
て

し
ま
っ
た
と
の
話
も
聴
い
た
。

―
―
こ
れ
で
い
い
の
か
、
練
馬
区
の
災
害

時
危
機
管
理
体
制
？

●
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
大
震
災
●

―
―
我
が
練
馬
区
で
は
―
―

会
派
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
区
長
に
『
防
災
対
策
・
危
機
管

理
体
制
』
に
つ
い
て
様
々
に
訊
い
て
き
た
。
そ
の
主
な
活
動
・

質
疑
項
目
を
再
点
検
。
今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
提

言
す
る
。
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